
法
一………………
白剤
………………
一環
……………
遺
…………………
狭
山…………
会

広
島
市
遺
族
会
の
あ
ゆ
み

昭
二
六
、

一
O
、
二

広
島
市
遺
族
厚
生
連
合
会
結
成

役
員

初
代
会
長

田
頭
新
太
郎

副

会

長

大
横
田
義
男

正
子

(婦
人
部
長
兼
務
)

伊
藤

支
部
長
三
七
名

規
約

昭
和
二
六
、
十
、

二
制
定

事
務
局

広
島
市
役
所

社
会
課
内
に
置
く
。

昭

二
六

一O
、

戦
没
者
遺
族
実
態
調
査
の
実
施

(遺
族
数
約
五
千
八
百
名
)

昭
二
六
、広

島
市
遺
族
会
と
名
称
改
正

四、

三

O

昭
二
七
、戦

傷
病
者

・
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
制
定

弔
慰
金

・
遺
族
年
金
の
請
求
等
に
付
い
て
各
支
部
ご
と
に
説
明
会
を
実
施
。

昭
二
七
、

一O
、

広
島
市
児
童
文
化
会
館
に
於
い
て
、
第
一
回
戦
没
者
慰
霊
祭
並
び
に
遺
族
大
会

を
実
施
す
る
。

(参
加
者
約
千
五
百
名
)
引
き
続
き
広
島
市
公
会
堂
・
広
島
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
毎
年
実
施
四
十
四
回
実
施
し
た
。

昭
二
八、

三
、
五

組
織
の
編
成

e
フ
ロ

ッ
ク
を
編
成

役
員

一
ブ
ロ
ッ
ク

市
内
支
部
を
五
守フ
ロ
ッ
ク
に
編
成

重
人

二守
フ
ロ
ッ
ク

三
守
フ

ロ
ッ
ク

四
ブ

ロ
ッ
ク

五
*
フ

ロ
ッ
ク

顧
問

任
都
粟

一
興

昭
二
七

1
三
七

松
下

水
田
直
次
郎

大
岡

松
尾
増
太
郎

赤
木
繁
三
郎

伊
藤

男
育
造

忠
男

津
田

米
本

勘
市

宮
本

数
男

林

織
問

藤
木

善

中
野

博
美

米

升

弁
当
3
食
持
参

遺
族
に
よ
る
靖
国
神
社
団
体
参
拝
の
実
施

(団
員
約
二
百
五
十
名
)

安
芸
号
に
て

-307 

昭
二
八
、
八
、

恩
給
法
復
活

国
鉄
列
車

図
る
。

公
務
扶
助
料
の
請
求
手
続
き
・
請
求
漏
れ
の
な
い
よ
う
会
員
に
周
知
徹
底
を

昭
二
八

1
=一三

遺
児
に
よ
る
靖
国
神
社
団
体
参
拝

広
島
県
・
広
島
市
の
補
助
を
頂
き
中
学
二
年
生
を
く
じ
引
き
に
よ
り
選
考
し

昭
三

一
、
四

て
実
施
、
別
紙
感
想
文
参
照
。

安
芸
郡
中
山
遺
族
会
市
町
村
合
併
に
よ
り
広
島
市
遺
族
会

へ
編
入
。

昭
三
二

1
三
三

広
島
県
遺
族
会
館
建
設
募
金
に
協
力

(
五
千
八
百
四
十
五
名
)



昭
三
四九

段
会
館
(
日
本
遺
族
会
)
補
修
の
た
め
特
別
援
金
に
協
力
。

昭
三
四
、

七

広
島
県
・
広
島
市
の
補
助
を
頂
き
戦
没
者
未
亡
人
靖
国
神
社
団
体
参
拝
開
始
。

現
在
は
、
武
道
館
に
お
い
て
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
団
体
参
拝
が
続
け
ら
れ

て
居
る
。

昭
三
八
、
三
、
三
一

特
別
給
付
金
支
給

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
が
制
定
さ
れ
る
。

(
妻
二
十
万
円

十
年
償
還
の
国
債
)

請
求
手
続
き
・
請
求
漏
れ
の
な
い
よ
う
会
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
。

昭
三
九
、

七

戦
没
者
に
対
す
る
叙
位
・
叙
黙
の
授
与
が
閣
議
決
定
す
る
。

該
当
遺
族
に
授
与
さ
れ
た
。

昭
三
九
、

七
、
九

改
正
法
に
よ
り
再
婚
解
消
妻
に
遺
族
年
金
を
支
給
。

該
当
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
。

昭
三
九
、
九
、

。

青
年
部
組
織
づ
く
り

部

田
坂

幸

長

副
部
長

中
野

士
口
、永

修
子

朝
、永

委

橋
本

暢
人

員

昭
四

O
、
六
、

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
が
制
定
さ
れ
る
。

支
部
長
・
婦
人
部
長
研
修
会
を
開
催
し
て
、
該
当
会
員
に
請
求
手
続
き
の
指

導
を
す
る
。

昭

四

て

七

法
改
正
に
よ
り
戦
没
者
の
妻
が
、
再
婚
し
て
そ
の
夫
が
死
亡
し
て
再
婚
前
の
氏

に
復
し
た
者
に
対
し
て
遺
族
年
金
を
支
給
。

該
当
会
員
に
請
求
手
続
き
の
指
導
を
す
る
。

昭
四

二
、
七

四

身
よ
り
の
な
い
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
が
制
定
さ
れ

る
(
十
万
円

五
年
償
還
の
国
債
)

昭
四
六

。
役
員
改
選

-308-

役
員

L>. 
Z三三

長

松
下

一
男
(
二
代
)

副
会
長

大
岡

育
造

津
田

重
人

土
生

為
吉

伊
藤

正
子
(
婦
人
部
長
)

理

事

十
名

監

事

名

支
部
長

・
婦
人
部
長

各
四
三
名

昭
四
七
、

四

安
佐
郡
可
部
町
遺
族
会
市
町
村
合
併
に
よ
り
広
島
市
遺
族
会
へ
編
入
。

昭
四
七
、

入
、
二
七

安
佐
郡
祇
園
町
遺
族
会
市
町
村
合
併
に
よ
り
広
島
市
遺
族
会

へ
編
入
。

昭
四
八
、
三
、
二

O

安
佐
郡
安
古
市
町
・
佐
東
町
高
陽
町
及
び
安
芸
郡
瀬
野
川
町
遺
族
会
、
市
町



村
合
併
に
よ
り
広
島
市
遺
族
会
へ
編
入
。

昭
四
八
、

婦

人

部

長

一
O
、
二
二

副
婦
人
部
長

昭
五
八
、
九
、

高
田
郡
白
木
町
遺
族
会
市
町
村
合
併
に
よ
り
広
島
市
遺
族
会
へ
編
入
。

昭
四
八

一、

一一一

戦
没
者
追
悼
式
・
青
年
部
結
成
十
周
年
記
念
大
会

昭
六

O
、
三
、

青
年
部
結
成
(
組
織
拡
大
)

香
)11 

米
国
ミ
サ
子

スミ、

沖
田
ミ
ツ

エ

竹
田

初
子

敏
江

平
二
、
四
、

佐
伯
郡
五
日
市
町
遺
族
会
市
町
村
合
併
に
よ
り
広
島
市
遺
族
会
へ
編
入
。

部

中
尾

栄

長

副

部

長

桑

迫

昭
五

O
、
三
、
二

O

役
員
改
選

安
芸
郡
船
越
町
遺
族
会
市
町
村
合
併
に
よ
り
広
島
市
遺
族
会
へ
編
入
。

高IJ

t込
Z三三

昭
五
一
、

五、

j¥ 

副
婦
人
部
長

改
正
法
に
よ
り
戦
没
者
の
妻
の
再
婚
解
消
等
の
期
限
が
延
長
さ
れ
る
。

平

一O
、

戦
没
者
妻
及
び
身
よ
り
の
な
い
父
母
の
実
態
調
査
実
施

該
当
会
員
に
周
知
徹
底
を
図
り
請
求
手
続
き
の
指
導
を
す
る
。

昭
五

一
、
六

平
四
、

四

「
英
霊
に
こ
た
え
る
会
」
結
成
大
会

役
員
改
選

昭
五
三
、

一O
、

一
五

役
員

青
年
部
に
よ
り
英
霊
に
さ
さ
ぐ
像
建
立
除
幕
式

昭
五
六
、
九
、

広
島
県
遺
族
会
館
増
改
築
に
協
力

昭
五
七
、

四

役
員
改
選

婦

人

部

長

豊
田

豊
子

副
婦
人
部
長

昭
五
八
、
五
、

香
川

ス
ミ

米
田
ミ
サ
子

役
員
改
選

平
五
、

五、

長

正〉
:z:;; 高1

ム
-
A

婦

人

部

長

副
婦
人
部
長

顧理監
事

支
部
長
・
婦
人
部
長

九

米
国
ミ
サ
子

)11 

崎
長長問事名

フじ

，馬
場

折
田

大
越

米
田
ミ
サ
子

沖
田
ミ
ツ
エ

竹
永

二
十
名

子
正
(
三
代
)

健重
勇

各
六
十
六
名

田
中

中
尾

竹
田

松
下

孝
栄初

子
一
男

-309-

藤
田
日
能
美

米
田
ミ
サ
子

)11 
崎

元
子

神
)11 

正
紀



妻
の
特
別
給
付
金
支
給
法
の
改
正

(
妻
百
八
十
万
円

平
五
、
九
、
二
九

十
年
償
還
)

員 妻
研の
修 特
話 別
問給
催

付
し A

宣言
A為市、口

歪 法
;: ~ 

届空
知士
徹，'-

伴
底、
を切
開特
sf 別

44給
哩付
小金
手

請
続

求
き

事
rJ) 

務
指

説
導 現
を

会す

そ役

平
五

一
一
、
二
七

英
霊
に
さ
さ
ぐ
像
十
五
周
年
記
念
祭
(
青
壮
年
部
)

平
七
、

四
役
員
改
選

副
会
長

顕
義

山
田

平
七
、
入
、

特
別
弔
慰
金
支
給
法
の
改
正
(
四
十
万
円
国
債

十
年
償
還
)
に
伴
い
特
別
弔

慰
金
請
求
事
務
説
明
会
(
役
員
研
修
)
を
開
催
。

該
当
会
員
に
周
知
徹
底
を
図
り
請
求
手
続
き
の
指
導
を
す
る
。

-
年
間
事
業

研慰
霊
行
事

そ

の

他
修

役
員
研
修

援
護
法
に
つ
い
て

講
演
会
の
開
催

婦
人
部
研
修

健
康
教
室

創
作
活
動

施
設
見
学

講
演
会

追
悼
式

(広
島
市
遺
族
会
戦
没
者
)

遺
族
大
会

-310一

青
壮
年
部
大
会

各
支
部
慰
霊
祭
助
成

平
和
祈
願
祭
の
実
施

護
国
神
社
奉
仕

海
外
慰
霊
巡
拝
・
遺
骨
収
集
へ
の
参
加

各
県
戦
没
者
慰
霊
の
旅
行
実
施

母
親
感
謝
の
集
い

各
支
部
総
会
助
成

遺
族
便
り
の
発
行
(
年
2
回
1
3
回
)

高
齢
者
長
寿
お
祝
い
品
配
布



靖

国

神

社

参

拝



靖

国

神

-312-



靖

国

神

社

-313-



重

橋

-314-
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兼
_.__ ，、
公

園





永

平

寺
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行ってらっしゃい 靖国神社 二 重 機

国会議事堂日光和楽踊 東京タワー善光寺 無名戦士の墓

福井駅
バンドに送られて

-321-



ぜ1
L 

H 

広
島
市
遺
族
会
慰
霊
祭

(
馬
場
広
島
市
遺
族
会
長
)

(H
7
・
3

U

、~ ， 
z 、

" 0‘~~r'!' 

，界主

融"
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広
島
市
遺
族
会
慰
霊
祭

(平
岡
広
島
市
長
)

(H
7

3
-
U
 



広島市遺族会

(佐世保平和記念祭に壮年部合同による、 H7.6) 

第42回広島市遺族大会

-323一



広島市遺族会支部長婦人部長会 (S52. 1 .20) 

広島市遺族会慰霊祭 (S29.3.15)

-324一



清国神社参拝 (広島市遺児、中学 2年生)

広島市遺族会嫡国神社参拝 (S32.11)

-325-



広島市遺族会靖国神社参拝記念 (S34. 6. 5、於日光東照宮)

広島市遺族会情国神社参拝記念 (S34.6. 5、於日光東照宮)
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可

招

魂

社

部

名

称

可
部
招
魂
社

鎮
座
地

安
佐
北
区
可
部
東
五
丁
目
九

例
祭
日

毎
年
四
月
十
七
日

倉Ij

建

大
正
八
年
十
月

祭
神
数

八
一
八
柱

可
部
招
魂
社
は
、
大
正
八
年
時
の
可
部
町
長
葛
原
慎

一
氏
の
発
起
に
よ
り
、
靖
国

神
社
の
御
分
霊
を
奉
杷
し
、
可
部
町
上
市
高
宮
高
等
小
学
校
校
庭
北
端
に
社
を
建
立

し
、
社
名
を
「
招
魂
社
」
と
呼
び
北
清
事
変
以
降
の
戦
没
者
を
祭
神
と
し
て
毎
年
四

月
十
七
日
を
例
大
祭
日
と
定
め
て
慰
霊
祭
及
び
入
退
営
の
報
告
式
な
ど
を
行
な

っ
て

き
た
。昭

和
十
二
年
日
支
事
変
勃
発
、
昭
和
十
六
年
の
大
東
亜
戦
争
へ
と
戦
火
が
拡
大
す

る
に
つ
れ
、
合
記
数
も
急
増
し
、
社
名
も
時
に
よ
り
忠
魂
社
、
護
国
神
社
、

可
部
神

社
と
変
更
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
終
戦
を
迎
え
る
や
マ
ッ
カ
|
サ
|
箪
司
令
部
の
命
令

に
よ
り
、
同
年
十
二
月
十
一
日
大
毛
寺
の
両
延
神
社
に
遷
座
し
、

翌
十
二
日
社
殿
は

取
壊
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
遺
族
委
員
長
(
元
可
部
町
長
朝
枝
三
郎
次
氏
)
が
発
起
人
と
な
り
、
社

地
を
現
在
の
東
原
に
選
び
、
遺
族
及
び
有
志
の
浄
財
を
以

っ
て
昭
和
二
十
二
年
四
月

新
社
殿
の
竣
工
を
見
る
に
至
っ
た
。

そ
し
て
竣
工
と
共
に
、
動
員
学
徒
や
軍
属
な
ど
で
戦
災
に
よ
り
死
亡
し
た
者
も
合

杷
さ
れ
、
昭
和
三
十
年
三
月
、
大
林
村
、

三
入
村
亀
山
村
と
可
部
町
が
合
併
す
る
に

至
り
、
同
地
区
内
の
該
当
戦
没
者
も
合
記
さ
れ
た
。



大

林

慰

霊

碑
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こ
の
石
碑
は
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
時
代
の
戦
争
に
亀
山
村
か

ら
参
加
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
の
め
い
福
を
お
祈
り
す
る
た

め
に
一
九
三
四
年
(
昭
和
九
年
)
四
月
に
亀
山
村
の
人
々
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。



安
佐
町

久
地
地
区
忠
魂
碑

(S
6
・
7
-
U
建
立

-330 
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安佐町

小河内地区慰霊碑

(544.3.21建立)
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飯室地区慰霊碑

-332 



昭
和
四
十
七
年
三
月
、

可
部
町
が
広
島
市
へ
合
併
さ
れ
、
遺
族
会
も
可
部
支
部
と

改
称
し
、
現
在
に
至

っ
て
い

る。

鳩

を

み

イ〉

め

て

国
泰
寺
中
学

長

臣

本

正

十
月
九
日
遺
族
世
話
人
の
児
玉
さ
ん
で
今
年
度
靖
国
神
社
参
拝
者
の
抽
畿
が
あ
っ

た
。
む
ね
は
ど
き
ど
き
し
た
が
残
り
く
じ
を
ひ
い
た
ら
参
加
と
書
い
て
あ
っ
た
。
ぼ

く
は
胸
が
す
う
ー
と
し
た
。

十
月
二
十
三
日
に
消
防
署
で
靖
国
参
拝
の
遺
児
七
十
名
の
集
会
が
あ
っ
た
。
こ
の

人
達
も
み
ん
な
お
父
さ
ん
が
戦
死
さ
れ
た
の
か
と
思
っ
て
悲
し
い
な
が
ら
も
親
し
か

っ
た
。

旅
行
の
予
定
表
を
も
ら

っ
て
健
康
診
断
を
し
て
解
散
に
な

っ
た
。
予
定
表
に

よ
る
と
出
発
は
十
八
日
と
あ
る
。

一
日
々
々
十
八
日
を
数
え
て
待

っ
た
。

い
よ
い
よ
ま
ち
に
ま
っ
た
十
八
日
が
来
た
。
午
前
八
時
四
十
分
に
駅
前
に
集
合
だ
。

母
は
学
校
が
あ
る
の
で
僕
一
人
で
電
車
で
駅
に
向

っ
た
。

初
め
て
も
つ
、
ボ
ス
ト
ン
パ

ツ

ク

心
は
も
う
東
京
に
走
る
。

出
発
の
式
、
宮
川
教
育
長
や
浜
井
市
長
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
終

っ
た
こ

ろ
母
が
か
け
つ
け
た
。
間
も
な
く
十
時
頃
ホ
|
ム
に
入
っ
て
汽
車
に
乗
り
こ

む
。
七
十
名
の
友
、
見
送
る
大
勢
の
家
族
連
、
母
は
ボ
ス
ト
ン
パ
ッ
ク
を
車
中
に
運

ん
で
く
れ
て
言
葉
少
な
く
「
気
を
つ
け
て
ね
」
と
い
っ
て
車
外
に
出
た
。
窓
に
の
り

出
し
て
送
ら
れ
る
七
十
名
の
笑
顔
、

し
き
り
に
手
を
ふ
る
送
る
人
達
、
十
時
十
七
分

発
車
、
車
中
無
事
に
十
九
日
の
朝
六
時
半
頃
東
京
駅
に

つ
い
た
。
電
車
で
上
野
へ
。

駅
前
の
旅
館
に
荷
物
を
あ
づ
け
て
パ
ス
に
の
り
靖
国
神
社
に
向
う
。

姿
の
な
い
父
と
心
の
面
会
だ
と
思
う
と
身
の
し
ま
る
よ
う
な
胸
一
っ
ぱ
い
に
せ
ま

る
も
の
が
あ
る
。
九
段
下
で
パ
ス
を
お
り
て
雨
に
ぬ
れ
て
行
く
。

一
の
大
鳥
居
を
く

ぐ
っ
て
し
ば
ら
く
ゆ
き
口
や
手
を
清
め
て
二
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
数
分
進
む
と
い
よ
い

よ
社
前
に
つ
い
た
。
や
が
て
本
殿
に
入
っ
た
。
遺
児
だ
け
が
ぎ
っ
し
り
並
ん
で
坐
り

神
主
さ
ん
の
話
を
聞
き
い
よ
い
よ
お
父
さ
ん
と
話
を
す
る
と
い
う
時
間
が
き
た
。
ぼ

く
は
一
生
け
ん
命
に
話
し
か
け
た
。

「
お
父
さ
ん
、

い
つ
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
死
な
れ
た
の
で
す
か
」

「
お
父
さ
ん
、
あ
の
時
は
四
つ
だ

っ
た
の
に
、
こ
ん
な
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
」

「
毎
日
、
手
を
引
い
て
も
ら

っ
て
お
ば
あ
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
た
ね
」

「
僕
達
は
呉
の
大
空
し
ゅ
う
で
丸
焼
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
秋
啓
郡
ち
ゃ
ん
は

骨
の
病
気
で
死
に
ま
し
た
。
根
野
に
疎
開
し
て
苦
し
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。
今
は
広

島
の
国
泰
寺
町
に
い
る
の
で
す
。
も
う
一
年
余
り
し
た
ら
、
高
校
の
受
験
で
す
。
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し

っ
か
り
や
っ

て
ど
う
し
て
も
パ
ス
し
ま
す
。
」

次
々
に
話
し
か
け
て
も
父
か
ら
の
返
事
は
な
い
。
十
年
前
出
征
さ
れ
た
日
の
や
さ

し
い
顔
が
眼
の
前
で
僕
を
見
て
い
る
だ
け
だ
。
父
に
会
う
と
い

っ
て
こ
の
社
ま
で
来

た
に
は
来
た
が
父
は
ど
ん
な
気
持
で
死
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。

父
の
戦
死
は
本
当
に
日
本
の
た
め
に
役
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
役
に
立
た
な
い

に
し
て
も
父
は
戦
争
の
た
め
に
死
ん
だ
の
だ
。
戦
争
さ
え
な
か
っ
た
ら
|
|
。
元
気

の
よ
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
だ

っ
た
父
は
ま
だ
ま
だ
丈
夫
で
働
い
て
い
る
だ
ろ
う

頭
を
あ
げ
て
並
ん
で
い
る
友
達
を
見
ま
わ
す
。

み
ん
な
ぼ
く
と
閉
じ
思
レ
で
あ
ろ

ぅ
。
感
深
レ
表
情
で
あ
る
。

切
な
い
気
持
で
ぼ
く
は
と
な
り
の

Y
君
と
顔
を
見
合
わ

せ
た
。
社
殿
を
お
り
て
境
内
に
で
る
と
雨
の
中
を
宮
の
鳩
が
遊
ん
で
い
る
。

か
わ
い

レ
鳩
、
平
和
の
象
徴
の
鳩
、
ぼ
く
は
そ
の
様
を
し
ば
ら
く
見
て
い
た
。



『終
戦
五
十
周
年
を
迎
え
』

靖
国
神
社
宮
司

大
野
俊
康
先
生
の
講
演
を
拝
聴
し

「
特
攻
隊
に
志
願
さ
れ
た

学
鷲
の
純
忠
に
感
激
し
て
」

広
島
市
遺
族
会
副
会
長

'
折

田

健

本
年
は
、
大
東
亜
戦
争
終
戦
よ
り
早
五
十
周
年
を
迎
え
感
慨
新
た
な
も
の
を
感
じ

ま
す
。あ

の
凄
惨
、
苛
烈
、
激
閥
、

と
極
め
た
戦
争
を
体
験
し
た
事
の
な
い
、

国
民
が
全

人
口
の
半
数
以
上
を
占
め
る
現
状
の
中
で
兎
角
平
和
の
有
難
さ
も
、
誰
が
基
礎
を
造

っ
て
戴
い
た
の
も
知
ら
ず
、
平
和
に
酔
い
、
食
生
活
も
飽
食
に
慣
れ
感
謝
感
動
の
念

の
う
す
い
若
い
人
、
戦
後
は
終

っ
た
と
割
り
切
り
今
よ
り
五
十
年
前
殉
国
の
至
誠
と

熱
烈
な
一
死
報
国
に
情
熱
を
燃
や
し
続
け
た
当
時
の
大
学
高
専
の
学
生
の
至
誠
の
真

情
が
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
代
の
若
い
人
に
は
、
愛
国
精
神
・
情
熱
が

あ
る
の
か
疑
念
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。
お
隣
韓
国
・
北
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
に
於
い
て
は、

愛
国
精
神
に
立
脚
し
た

一
日
-
事
あ
る
時
は
国
の
た
め
忠
誠
を
尽

く
す
事
を
本
分
と
す
る
教
育
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ご
案
内
の
事
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
現
代
の
世
相
の
中
で
客
年
の
十

一
月
五
日
広
島
「
リ

l
ガ

ロ

イ

ヤ

ル

ホ
テ
ル
」
四
階
に
於
て
表
題
に
記
し
た
大
野
俊
康
先
生
の
講
演
が
あ
り
、
会
員
の
方

も
多
く
聴
講
さ
れ
感
激
を
新
た
に
さ
れ
た
事
と
思
う
。
「
テ
ー
マ
」
は
「
靖
国
の
心
」

と
い
う
お
話
で
あ
り
、
冒
頭
に
大
東
亜
戦
争
は
、
侵
略
戦
争
で
な
く
自
衛
の
戦
争
で

あ
っ
た
事
を
国
名
や
人
名
を
挙
げ
て
説
明
を
さ
れ
納
得
の
い
く
理
論
で
あ
っ
た
と
思

う
時
恰
も
自
衛
戦
争
で
あ

っ
た
と
県
議
会
で
所
信
を
表
明
さ
れ
た
、
某
県
会
議
員
に

対
し
て
は
、
信
念
を
率
直
に
披
涯
さ
れ
た
決
断
に
賛
同
の
気
持
ち
を
持
つ
者
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
四
月
一
日
沖
縄
に
米
軍
上
陸
、
戦
局
は
緊
迫
し
正
に
苛
烈
激
動
を
極

め
、
包
囲
網
を
圧
縮
し
、

日
本
本
土
を
狙

つ
て
の
攻
勢
に
立
向
か
う
日
本
軍
は
独
特

の
特
攻
作
戦
が
開
始
さ
れ
燃
え
る
が
如
き
殉
国
の
熱
情
陸
海
軍
特
攻
隊
員
三
千
余
名

の
中
よ
り
著
書
の
紙
面
の
都
合
で
六
十
五
名
の
出
現
者
に
絞

っ
て
発
刊
さ
れ
た
。
題

名
は
「
い
ざ
さ
ら
ば
我
は
み
く
に
の
桜
花
」
正
に
表
題
に
恥
じ
な
い
日
本
男
子
な
ら

で
は
の
心
気
一
体
の
表
明
で
あ
る
。
そ
の
六
十
五
名
の
中
よ
り
感
動
し
た
紙
面
の
都

合
で
二
名
の
特
攻
隊
員
の
方
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
某
海
軍
中
尉
は
、
(飛
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行
科
予
備
学
生
)
出
産
を
控
え
た
妻
に
対
し
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
名
前
男
女
夫
々

に
考
え
、

父
に
会
い
た
く
ば
靖
国
に
来
れ
と
、
成
人
後
の
人
間
と
し
て
の
在
り
方
に

つ
い
て
遣
し
、
勿
論
妻
と
決
別
し
国
の
た
め
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
の

一
念
に
よ
る

殉
国
の
至
誠
夫
婦
純
愛
の
紳
を
断
ち
切
り
、
体
当
た
り
を
敢
行
さ
れ
た

一
死
以
て
君

思
に
報
ぜ
ん
と
す
る
崇
高
な
る
精
神
に
は
頭
が
下
が
り
感
激
す
る
の
み
で
あ
る
。

次
に
同
じ
く
学
徒
出
身
の
某
海
軍
少
尉
の
方
で
明
日
の
出
撃
を
前
に
家
族
へ
の
別

離
の
電
話
で
、

両
親
を
始
め
家
族
が
交
替
で
元
気
で
征
っ
て
き
な
さ
い
。
と
言
う
言

葉
の
中
に
親
と
子
が
断
ち
が
た
い
別
れ
の
悲
し
み
と
只
管
武
運
を
祈
る
合
掌
で
あ
っ

た
と
思
う
。
明
日
の
出
撃
を
最
後
の
見
納
め
に
、
面
会
し
て
来
よ
う
と
両
親
は
意
を

決
し
九
州

O
O基
地
め
ざ
し
て
強
行
軍

辿
り
つ
い
た
飛
行
場
に
は
出
撃
十
五
分

前
、
愛
機
に
搭
乗
発
信
の
合
図
を
待
つ
、
子
に
間
に
あ
い
『
征

っ
て
来
い
』
と
の
言

葉
が
通
じ
た
か
ど
う
か
、
間
も
な
く
南
の
空
に
む
け
て
飛
び
立

っ
て
行

っ
た
。

機
影



に
思
え
ば
、
強
行
軍
で
会
え
た
の
も
束
の
間
、

で
も
会
え
て
よ
か
っ
た
。
こ
れ
が
こ

の
世
で
の
別
れ
か
と
両
親
は
機
影
の
消
え
る
迄
見
送

っ
た
事
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

見
送
る
両
親
、
見
送
ら
れ
る
子
、

ど
ち
ら
も
胸
中
に
熱
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
、

み
国

の
た
め
と
は
い
え

正
に
断
腸
の
想
い
で
あ
っ
た
事
だ
ろ
う
。

連
日
次
々
と
陸
海
軍
の
特
攻
機
が
沖
縄
・
比
島
へ
と
飛
立

っ
て
征

っ
た
。
前
途
有

為
の
青
年
が
、
み
国
の
盾
と
し
て
南
膜
の
空
に
散
華
さ
れ
た
。
殉
国
の
至
誠
に
徹
し
、

討
ち
て
し
や
ま
ぬ
の
気
概
を
も

っ
て
一
死
君
恩
に
報

J

ぜ
ん
と
壮
烈
体
当
た
り
戦
で
多

く
の
特
攻
隊
員
の
御
霊
を
含
む
二
百
五
十
万
余
の
方
が
靖
国
神
社
に
鎮
ま
り
ま
す
。

今
日
我
が
国
は
、
他
の
歴
史
に
比
類
の
な
い
半
世
紀
問
。
自
由
と
平
和
の
恩
恵
を

亮
受
し
て
い
る
こ
と
は
裏
を
返
せ
ば
困
難
に
勇
敢
に
立
ち
向
か
い
運
拙
く
散
華
さ
れ

た
愛
国
の
至
誠
に
燃
え
た
御
英
霊
の
御
蔭
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
御
恩
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

五
十
周
年
を
節
目
と
し
時
を
同
じ
く
し
て
我
等
の
橋
本
会
長
が
自
民

党
総
裁
に
就
任
さ
れ
た
の
を
機
会
に
我
々
遺
族
年
来
の
悲
顕
で
あ
る
御
英
霊
の
顕
彰

を
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

了

五
十
年
を
振
り
返
っ
て

広
島
市
遺
族
会

米

ミ
サ
子

田

想
い
起
せ
ば
去
る
昭
和
十
九
年
三
月
に
召
集
令
状

(赤
紙
)
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

私
達
親
子
は
当
時
満
州
牡
丹
江
に
住
ん
で
居
り
、
平
和
な
暮
し
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
当
時
長
男
七
才
次
男
五
才
長
女
三
ヶ
月
で
し
た
。
主
人
は
現
地
召
集
で
補
充
兵

の
為
三
ヶ
月
の
教
育
を
受
け
て
戦
地
に
赴
き
ま
し
た
。

し
か
し
国
の
秘
密
の
為
ど
こ

へ
行

っ
た
の
か
音
信
不
通
で
し
た
。
私
達
親
子
は
十
九
年
末
、
姑
と
伯
父
が
牡
丹
江

迄
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
で
内
地
に
帰
り
ま
し
た
。
二
十
年
の
始
め
、
夫
よ
り
少
々

の
為
替
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の
時
始
め
て
ボ
ル
ネ
オ
に
行

っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
私
は
主
人
の
武
運
長
久
を
祈
る
為
白
い
布
に
千
人
針

(赤
の
糸
で
千
人
の
人
に

結
ん
で
も
ら
う
)
を
求
め
、
影
善
を
供
え
無
事
を
祈
っ
て
お
り
ま
し
た
が
そ
の
甲
斐

も
な
く
昭
和
二
十

一
年
十

一
月
死
亡
公
報
を
受
取
り
ま
し
た
。
今
迄
の
張
り
詰
め
て

い
た
糸
、
が
ぷ

っ
つ

り
と
切
れ
て
、
気
を
失
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
三
人
の
子
供
だ
け

は
育
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
夫
の
遺
書
を
改
め
て
読
み
ま
し
た
。

そ
の

一
行
に
「
肉
体
ハ
滅
ス
ル
モ
霊
ハ
常
ニ
御
前
等
ノ
身
辺
ニ
有
ル
ト
思
ウ
ベ
シ
」

と
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
通
り
私
達
を
守
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
信
じ
て
一
生
懸
命
働
き

続
け
ま
し
た
。
昼
は
務
め
て
夜
は
夜
な
べ
を
し
て
着
物
を
く
ず
し
て
子
供
の
洋
服
を

作
っ
て
着
せ
た
こ
と
で
し
た
、
子
供
も
男
の
子
は
新
聞
配
達
を
し
て
公
立
高
校
を
卒

業
致
し
ま
し
た
。
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
お
り
ま
し
た
が
私
の
苦
労
を
見
兼
ね
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て
か
、
早
く
働
い
て
収
入
を
得
る
こ
と
を
考
え
た
よ
う
で
す
。
片
親
だ
か
ら
大
会
社

銀
行
等
は
就
職
出
来
な
く
中
・
小
企
業
に
就
職
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
大
学
受
験

の
希
望
を
捨
て
ず
に
会
社
か
ら
帰
っ
て
夜
は
英
語
と
数
学
の
勉
強
を
ラ
ジ
オ
で
一
年

間
続
け
て
い
ま
し
た
が
会
社
も
忙
し
く
な
り
と
う
と
う
大
学
進
学
は
断
念
し
た
よ
う

で
す
。夫

は
ボ
ル
ネ
オ
島
タ
ワ
オ
で
マ
ラ
リ
ヤ
に
か
か

っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
病
院
も
無

く
薬
も
無
く
食
料
も
無
く
医
者
に
か
か
る
こ
と
な
く
ゴ
ム
の
木
の
中
で
死
亡
し
た
こ

と
を
上
官
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
夫
の
心
情
を
考
え
る
と
ど
ん
な
に
か
苦
し
か

っ
た
こ

と
で
し
ょ

う
し
又
子
供
達
も
気
に
か
か

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
と
胸
が
い
た
み
ま
す
。

夫
の
遺
体
は
山
に
埋
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
遺
骨
が
一
日
も
早
く
帰
還
出
来

る
こ
と
を
切
望
致
し
ま
す
。
私
も
死
亡
公
報
を
受
け
て
よ
り
近
く
の
カ
キ
養
殖
場
で

働
い
た
り
、

三
菱
江
波
工
場
、
広
島
市
保
健
所
等
色
々
と
働
き
ま
し
た
が
昭
和
二
十



六
年
十
月
広
島
市
役
所
社
会
課
に
臨
時
職
員
と
し
て
就
職
致
し
ま
し
た
。
戦
傷
病
者
、

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
が
制
定
さ
れ
る
前
の
準
備
等
の
為
で
し
た
。
昭
和
二
十
七
年

に
援
護
法
が
制
定
さ
れ
弔
慰
金
、
遺
族
年
金
の
請
求
受
付
等
の
事
務
担
当
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
ほ
ぼ
終
え
た
頃
弔
慰
金
(
国
債
)
年
金
証
書
を
渡
す
準
備
作
業
に
か

か
り
一
段
落
し
た
処
で
昭
和
二
十
八
年
に
恩
給
法
が
復
活
の
た
め
公
務
扶
助
料
等
の

請
求
受
付
け
事
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
関
係
で
昭
和
二
十
八
年
七
月
に

広
島
県
遺
族
会
事
務
局
に
入
所
し
な
い
か
と
声
を
か
け
て
頂
き
就
職
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
遺
族
相
談
が
主
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
未
亡
人
の
就
労
、
遺

児
の
就
職
、
結
婚
相
談
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
の
相
談
等
色
々
と
来
所
さ
れ
る
人

も
多
く
大
変
忙
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
遺
族
会
も
二
十
七
年
頃
よ
り
会
費
制
度
に

な
り
ま
し
た
が
当
時
は
ま
だ
年
金
受
給
者
も
少
な
く
会
費
も
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い

状
態
で
し
た
。
そ
れ
迄
は
記
録
に
よ
り
ま
す
と
昭
和
二
十
五
年
九
月
広
島
県
遺
族
厚

生
連
盟
婦
人
部
協
議
会
を
設
立
し
(
代
表
伊
藤
正
子
氏
婦
人
部
十
一
名
)
事
業
部
を

設
け
厚
生
事
業
と
し
て
編
物
教
室
白
百
合
学
園
を
設
立
し
て
一
家
の
支
柱
を
失
い
物

心
両
面
に
於
て
困
窮
し
て
い
る
特
に
か
よ
わ
い
女
手
に
よ
り
一
家
を
支
え
て
い
る
未

亡
人
向
け
の
内
職
と
し
て
講
習
会
を
聞
き
講
習
料
は
無
料
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
白
百
合
学
園
は
六
ヶ
月
で
卒
業
に
よ
り
第

一
回
卒
業
生
は
昭
和
二
十
七
年
十
二

月
五
十
名
に
の
ぼ

っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
他
物
品
の
販
売
、
映
画
部
の
事
業
を
実
施
し
て
生
活
基
盤
の
確
保
と
英
霊
顕

彰
、
遺
族
処
遇
の
向
上
運
動
に
つ
と
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

昭
和
二
十
七
年
頃
よ
り
、
遺
児
の
靖
国
神
社
参
拝
が
実
施
さ
れ
、
中
学
二
年
生
が

夏
休
み
に
参
拝
す
る
こ
と
に
な
り
始
め
は
く
じ
引
で
の
参
拝
で
多
く
は
参
拝
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
参
拝
を
終
え
感
激
し
て
感
想
文
を
書
い
た
遺
児
も
居
り
ま
し
た
。

又
遺
族
の
清
国
神
社
参
拝
も
二
十
八
年
頃
よ
り
始
ま
り
当
時
は
食
料
の
無
い
時
で

す
か
ら
米
、
弁
当
等
を
持
参
し
た
も
の
で
す
。
汽
車
は
お
座
敷
列
車
と
云

っ
て
席
と

席
と
の
聞
に
板
を
置
い
て
夜
寝
る
時
は
そ
の
席
に
三
人
寝
て
一
人
は
通
路
に
ゴ
ザ
を

敷
い
て
寝
て
朝
東
京
に
着
い
て
参
拝
し
た
も
の
で
し
た

(
列
車
は
安
芸
号
だ

っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
人
員
は
二
五

O
人

1
三

O
O人
)

又
昭
和
三
十
四
年
よ
り
県
費
補
助
を
頂
き
第
一
回
戦
没
者
未
亡
人
情
国
神
社
団
体

参
拝
を
実
施
さ
れ
昭
和
五
十
八
年
迄
引
き
続
き
参
拝
、

五
十
九
年
よ
り
戦
没
者
の
妻

の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
団
体
参
拝
が
実
施
さ
れ
現
在
に
至

っ
て
居
り
ま
す
。
大
変
有

難
い
こ
と
と
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
頃
よ
り
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
陳
情
が
始
り
三
十
七
年
末
に

は
特
別
陳
情
の
為
役
員
特
に
未
亡
人
の
方
も
必
死
で
頑
張

っ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と

が
、
こ
の
間
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

昭
和
二
十
六
年
第
一
回
慰
霊
祭
及
び
遺
族
大
会
記
念
事
業
も
広
島
、
呉
、
福
山
、
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尾
道
、
三
次
と
場
所
を
か
え
て
実
施
せ
ら
れ
色
々
思
い
出
が
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。

遺
族
会
に
就
職
さ
せ
て
頂
き
平
成
六
年
十
月
ま
で
四
十

一
年
余
の
永
き
に
亘
り
皆

様
方
の

一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
孫
も
大
き
く
な
り
平
和
な
日
々
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
歳
は
と

り
ま
し
た
が
引
続
き
ご
英
霊
の
顕
彰
と
遺
族
の
福
祉
増
進
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま

す
終
り
に
な
り
ま
し
た
が
戦
死
者
が
犠
牲
に
な
ら
れ
た
か
ら
現
在
の
平
和
が
あ
る
こ

と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
「
戦
死
し
た
ら
靖
国
神
社
で
会
お
う
」
と
散
っ

て
行
か
れ
た
ご
英
霊
の
こ
と
を
思
え
ば
私
達
が
存
命
中
に
靖
国
神
社
の
公
式
参
拝
と

国
家
護
持
に
な
り
ま
す
ャ
」
と
を
強
く
念
願
致
し
ま
す
。
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